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●
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財
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収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
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と
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広
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を
掲
載

　
し
て
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ま
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掲
載
し
て
い
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広
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内
容
に
つ
い
て
は
、
津
市
が
保
証
し
て

　
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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城
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県
道
43
号
を
、
Ｊ
Ｒ
井
関
駅
か
ら
波
瀬
川
沿
い
に

美
杉
地
域
を
目
指
し
て
進
む
と
、
右
手
に
東
西
に
横

た
わ
る
丘
陵
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
丘
陵
の
、
標

高
１
５
０
〜
１
６
０
ｍ
の
尾
根
上
に
、
波
瀬
城
跡
が

あ
り
ま
す
。
丘
陵
の
麓
か
ら
徒
歩
で
10
分
程
、
急
な

斜
面
の
つ
づ
ら
折
れ
の
道
を
登
る
と
城
跡
へ
行
く
こ

と
が
で
き

ま
す
。
麓

か
ら
の
高

さ
は
約
80

ｍ
で
、
そ

こ
か
ら
の

眺
望
は
西

に
矢
頭
山
、

北
に
白
山

町
川
口
の

白
山
比
咩

神
社
、
東

に
一
志
町

井
関
・
小

山
地
区
を

望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

波
瀬
城
は
、
北
畠
氏
の
一
族
で
あ
る
木
造
雅
俊
が

応
永
元（
１
３
９
４
）年
に
築
城
し
、
そ
の
子
孫
の
木

造
雅
通
・
康
親
親
子
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
る
天

正
５（
１
５
７
７
）年
ま
で
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
城
は
、
折
れ
曲
が
っ
て
伸
び
る
尾
根
上

に
東
西
約
１
９
０
ｍ×

南
北
約
１
１
０
ｍ
の
大
き
さ

に
造
ら
れ
、
城
の
西
の
最
高
部
に
最
も
大
き
な
郭

（
主
郭
）が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
周
囲
に
は
郭
や
堀
切

が
連
続
し
て
設
け
ら
れ
、
守
り
の
堅
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
北
畠
氏
は
、
多
気
か
ら
一
志
地
域
の
平

野
部
へ
至
る
道
と
し
て
、
「
多
気―

桜
峠―

下
之
川

―

矢
頭
峠―

波
瀬―

一
志
平
野
部
」
と
い
う
ル
ー
ト

に
早
く
か
ら
注
目
し
、
戦
略
・
物
流
の
要
衝
で
あ
る

こ
の
地
に
城
を
造
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
同
じ
く
北
畠
一
族
が
造
っ
た
と
い
わ

れ
る
、
上
出
城
と
出
丸
城
の
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
北

畠
氏
の
史
跡
を
め
ぐ
っ
て
、
当
時
の
波
瀬
地
区
に
思

い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
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さ
ん

南から見た波瀬城跡の遠景

波瀬城跡実測図（伊勢中世史研究会「伊勢の中世」第32号に一部加筆）
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